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天　　文 同 好　　會

再 三

昭和四年一月置會を下の通り開く．遠近より會員諸氏の來會を

望む．

時　日：　一月十日（木曜）午後五時

場所：京都市吉田町近衛通樂友會館

當日，下の講演があります．倫ほ其の後，荒木助教授渡急潮別

晩餐會を開きますから，御出席御希望の方は前日までに本會へ御

申込下；3い．

講　演．　山本博士　火星0）近況

荒木助教授　（宋　定）
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　　　　　　豫　　告

　攣光星麹測用小望遠鏡の豫紬
　最近素人間に普及を遂げつsある鍵光星観
測の爲に當所が在來用ひ居りまけこアインダ
ーを改良し廉償なる小望遠鏡を製作すろ事
E紳しましナこ・

　口径19ミリの良好なる色消鞠物レンズにラ
ムスデン接眼ソ之ズた付し倍率ば5倍強・覗
鋳の直細工6度fO　V）・双眼鏡の代用晶書して
8等星まで充分観測出來ます・此のまsでも
木星の術星ap月面の凸凹が分かります・
　街ほ望遠鏡にぱツァイス型接眼ソンズな使
用する爲のアダプター奄付してあv｝象すから
9ミリ（16倍＞6ミ、）（24倍）等　接眼レンズ
か使用すれ．ば月の暁火口ap太陽の黒累占ほ可な
り明かに見え，木星の箒や土星の輪の存在等
まで分かります・
　製作ば一・回限り多くSも十二個限りの豫i定
でありますから四一御申込下さい・
　　　　　　望蓮鏡のみ　　　9圓
　　　　　　卓上用三脚付き　12圓
新製晶　卓上用3吋反射墓藁鏡　70麟
　　　卓上用4吋反射望遠鏡　90闘

　　　　　詳細御問合d下さい

ニュートン式反射望遠鏡專門
　京都市川端荒紳口上ノレ

西　村　製　作　所
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改版されたる

古賀恒星二
本會大牟田支部幹事

古賀和吉氏作
本會々長　理學博士

山本一清三校訂

　肉眼で星を見るためにも，望遠鏡で翻側するためにも，星囲が必要であ

るこミは言ふまでもない．我が國の各地に星を見る人々が幽すにつれ，近

年はいよいよ星囲の要求が大きくなって來た．本會細行の簡易禅話は此

等の要求に慮する最初のものであろが，　天文趣味に少しく進んで行った

人は皆しも少し詳しい星圖が欲しい1ε言はれる．三悪は創立の頃，會員

古賀氏が作った古賀恒星圖なるものを嚢照したが，近頃之れが頁り切れxS

なり，侮ほ些々祉會の要求が切なるため，薙に再版するこεミし，其の機

會に山本教授の手によって多少の改訂が施された．そして同時に，版のデ

ザインや印刷も幾らか改められた．美的で，清楚で，蓮搬に便利なものミ

なった．

　此の圖は，壁に掛けても好し，観測帳のページの聞に掴んでも好し，折

り込んでアトラスεしても好し，一實に，何にでも鷹用できるものにな

つナこ．直書も初版の三分の一になった。

　今や・肉眼星圖の完全なものSしては，此の星圖が我が國に唯一のもの

である．書かれてある星の数4300個，星雲や四二な3も，主なものは皆含

まれてみる．

イ費50銭　　 蚕区禿昆4銭　（書留14銭）

　　　　　　　但し同好會員には（本甲へ直接注文者に限り）郵税不要

糞行京都帝國大學天文三内天文同好會〔振替大阪56765〕

＝＝＝　＝＝＝　一・


